
周産期医療の医療体制構築に係る現状把握のための指標 ●国の作成指針で示された項目　　　■県独自で追加した項目

●医療施設に勤務する産科・産婦人科医師数 （医師・歯科医師・薬剤師調査） ●分娩取扱施設に勤務する常勤産科・産婦人科医師数（H22.4 県健康対策課）
県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 （人） 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 （人） （H24.5 県障害保健福祉課）

H16.12末 54 2 42 3 7 27 1 23 - 3 県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域
H22.12末 49 1 42 - 6 15 - 14 - 1 4 - 3 - 1

＊人口10万人当たりの産科・産婦人科医師数：6.4人（全国 8.3人） 42 1 37 - 4
＊出生千人当たりの産科・産婦人科医師数：8.9人（全国 9.9人）

■医療施設に勤務する小児科医師数（医師・歯科医師・薬剤師調査） （人） ●■高次施設に勤務する常勤小児科医師数（H22.4 県健康対策課） ●■広告可能な小児領域専門医師数
県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 （人）  （H22.12末 医師・歯科医師・薬剤師調査)

H16.12末 100 3 82 4 11 40 3 32 - 5 　　・小児外科専門医 : 3人
H22.12末 100 4 81 2 13 (8) (-) (8) (-) (-) 　　・周産期（新生児）専門医 : 0人

＊人口10万人当たりの小児科医師数：13.1人（全国 12.4人）

●就業助産師数（H22.12末 従事者届） （人） ●分娩取扱施設に勤務する常勤助産師数（H22.4 県健康対策課）
県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 （人）
169 9 148 - 12 97 7 79 - 11

＊人口10万人当たりの就業助産師数：22.1人（全国 23.2人） 23 - 23 - -
＊出生千人当たりの就業助産師数：30.6人（全国 27.7人） 120 7 102 - 11

●分娩を取り扱う病院数（県健康対策課）
県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ●ＮＩＣＵを有する病院数 : 3病院（中央圏域） （H24.9 県健康対策課）

H19.10末 8 1 5 1 1 ●ＮＩＣＵ病床数 : 18床
H22.4.1 7 1 5 - 1 ＊人口10万人当たりのＮＩＣＵ病床数：2.35床
H24.4.1 7 1 5 - 1 ＊出生千人当たりのＮＩＣＵ病床数：3.26床（出生１万対：32.6床）
H24.9.1 7 1 5 - 1

●ＧＣＵを有する病院数 : 2病院（中央圏域） （H24.9 県健康対策課）
■分娩を取り扱う病院の産科（産婦人科）病床数（県健康対策課） （床） ●ＧＣＵ病床数 : 23床

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ＊人口10万人当たりのＧＣＵ病床数：3.0床
H22.4.1 231 39 157 - 35 ＊出生千人当たりのＧＣＵ病床数：4.17床
H24.9.1 231 39 157 - 35

●分娩を取り扱う診療所数（県健康対策課） ●ＭＦＩＣＵを有する病院数 : 1病院（中央圏域） （H24.9 県健康対策課）
県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ●ＭＦＩＣＵ病床数 : 3床

H19.10末 13 - 12 - 1 ＊人口10万人当たりのＭＦＩＣＵ病床数：0.39床
H22.4.1 13 - 12 - 1 ＊出産千人当たりのＭＦＩＣＵ病床数：0.54床
H24.4.1 11 - 10 - 1
H24.9.1 9 - 8 - 1

●ハイリスク分娩管理加算届出医療機関数（H24.7 診療報酬施設基準）
■分娩を取り扱う診療所の病床数（県健康対策課） （床） 県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 5 - 4 - 1
H22.4.1 198 - 182 - 16
H24.9.1 135 - 119 - 16

●分娩を取り扱う助産所数 : 1（中央圏域） （H24.9 県健康対策課）
●院内助産所数 : 0
●助産師外来開設施設数 : 2病院（中央圏域） （H24.9 県健康対策課）

■出生数（人口動態統計） （人） ●■低出生体重児数と出生割合（人口動態統計） （人） （％）
高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 全国

2006 6,015 336 4,587 420 672 2006 9.6 629 10.5 28 8.3 464 10.1 51 12.1 86 12.8
2007 5,717 312 4,439 365 601 2007 9.6 643 11.2 42 13.5 497 11.2 40 11.0 64 10.6
2008 5,788 310 4,490 366 622 2008 9.6 655 11.3 40 12.9 487 10.8 44 12.0 84 13.5
2009 5,415 280 4,186 371 578 2009 9.6 547 10.1 34 12.1 409 9.8 39 10.5 65 11.2
2010 5,518 277 4,263 352 626 2010 9.6 578 10.5 24 8.7 438 10.3 34 9.7 82 13.1
2011 5,244 260 4,107 307 570

■低出生体重児の内訳（H22 人口動態統計） （人）／（％）
●出生率（人口動態統計） （出生千対） 全国（％） 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 0.3 19/0.3 1/0.4 17/0.4 -/- 1/0.2
2006 8.7 7.6 5.9 8.1 6.5 6.8 0.8 46/0.8 3/1.1 37/0.9 1/0.3 5/0.8
2007 8.6 7.3 5.6 7.9 5.8 6.2 9.6 578/10.5 24/8.7 438/10.3 34/9.7 82/13.1
2008 8.7 7.5 5.7 8.1 5.9 6.5
2009 8.5 7.1 5.2 7.6 6.0 6.1 ●■取り扱い分娩件数、経膣分娩数及び帝王切開数の内訳、早産数（H21年実績 県健康対策課）
2010 8.5 7.3 5.2 7.8 5.8 6.7
2011 8.3 6.9 総数 正常分娩 吸引・鉗子 総数 予定 緊急

2,709 1,960 1,785 175 749 492 257 255 9.4%
●合計特殊出生率（人口動態統計） 2,892 2,332 1,747 585 560 296 264 110 3.8%

全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 5,601 4,292 3,532 760 1,309 788 521 365 6.5%
2006 1.32 1.33 1.51 1.32 1.67 1.58 ＊人口10万人当たりの分娩数：738.9件
2007 1.34 1.31 1.52 1.31 1.58 1.48
2008 1.37 1.36 1.59 1.37 1.62 1.64 ●■ＮＩＣＵ入院児数（実人数，延人数）、１日あたりの入院数、稼働率（H21年実績 県健康対策課）
2009 1.37 1.29 1.57 1.31 1.75 1.58 病床数 入院児実数 入院児延数 稼働率
2010 1.39 1.42 1.41 1.39 1.63 1.66 18 332 5,626 85.6%
2011 1.39 1.39 ＊人口10万人当たりのＮＩＣＵ入院児数：43.8人

＊出生千人当たりのＮＩＣＵ入院児数：60.2人 ■総合周産期母子医療センター病床稼働状況
●出産後訪問指導を受けた割合（H22地域保健・健康増進事業報告） （H23年度実績 県健康対策課）
＊産婦訪問数／出生数比（×1,000） ■ＮＩＣＵ・ＧＣＵの長期入院児の状況（H22.4.1現在 県健康対策課） ＭＦＩＣＵ ＮＩＣＵ ＧＣＵ

全国 高知県 安芸WHC 中央東WHC 中央西WHC 須崎WHC 幡多WHC 12 84 157 237
56.2 85.1 72.6 86.2 62.0 94.6 99.2 3 9.2 20.5 12.3

0 97 172 104
74.3% 100.2% 73.0%

●■母体搬送数（H23年実績 県健康対策課） ●■新生児搬送数（H23年実績 県健康対策課）
22 4
99 26
1 8

122 38

■新生児死亡数（早期新生児死亡数）（人口動態統計） （人） ■周産期死亡数（妊娠満22週以降の死産数）（人口動態統計） ●乳児死亡率（人口動態統計）
高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 （人） 全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

2006 14(11) 3(2) 10(8) 1(1) - 2006 30(19) 2(0) 23(15) 4(3) 1(1) 2006 2.6 3.0 8.9 2.8 2.4 1.5
2007 17(17) 1(1) 14(14) 1(1) 1(1) 2007 40(23) 1(0) 35(21) 3(2) 1(0) 2007 2.6 4.4 3.2 5.0 2.7 1.7
2008 10(7) 1(1) 7(5) 1(1) 1(0) 2008 26(19) 1(0) 16(11) 3(2) 6(6) 2008 2.6 3.6 3.2 3.6 5.5 3.2
2009 4(4) - 4(4) - - 2009 18(14) - 14(10) 2(2) 2(2) 2009 2.4 1.7 - 1.9 2.7 -
2010 6(5) - 6(5) - - 2010 19(14) 1(1) 14(9) - 4(4) 2010 2.3 2.7 - 3.3 - 1.6
2011 9(7) 2011 30(23) 2011 2.3 3.4

●新生児死亡率（人口動態統計） （出生千対） ●周産期死亡率（人口動態統計） （出産千対）
全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ●幼児死亡率（人口動態統計）　※5歳未満の死亡率

2006 1.3 2.3 8.9 2.2 2.4 - 2006 4.7 5.0 6.0 5.0 9.5 1.5 全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域
2007 1.3 3.0 3.2 3.2 2.7 1.7 2007 4.5 7.0 3.2 7.9 8.2 1.7 2006 0.72 0.79 1.74 0.83 0.48 0.28
2008 1.2 1.7 3.2 1.6 2.7 1.6 2008 4.3 4.5 3.2 3.6 8.2 9.6 2007 0.71 1.22 1.21 1.34 1.00 0.58
2009 1.2 0.7 - 1.0 - - 2009 4.2 3.3 - 3.3 5.4 3.5 2008 0.70 1.01 3.15 0.86 1.58 0.62
2010 1.1 1.1 - 1.4 - - 2010 4.2 3.4 3.6 3.3 - 6.4 2009 0.65 0.42 - 0.50 0.52 -
2011 1.1 1.7 2011 4.4 3.3 2010 0.64 0.83 - 0.93 0.55 0.64

●■妊産婦死亡率（妊産婦死亡数）（人口動態統計） ●死産率（自然死産率／人口死産率）（人口動態統計） （出産千対） 2011 0.64 0.83
（出産10万対）

2006 4.8 54人 16.6 1人 2006
2007 3.1 35人 - - 2007
2008 3.5 39人 - - 2008
2009 4.2 53人 36.8 2人 2009
2010 4.1 45人 - - 2010

＊H8～H22の平均妊産婦死亡率：10.5（全国 4.2）

高知県（率） 高知県（実数）（胎）
28.74(9.53/19.22)
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全国 高知県 全国（率）
27.5(11.9/15.6)

25.2(11.3/13.9)
24.62(11.13/13.48)

29.2(11.44/17.77) 166(65/101)

178(59/119)
26.2(11.7/14.5) 37.06(14.82/22.23) 220(88/132)

24.19(11.15/13.04)
32.17(9.65/22.52) 180(54/126)
32.92(10.53/22.39) 197(63/134)

最大入院期間（日）
病床利用率（％）

一次施設⇒高次病院
高次病院⇒高次病院

合　　計
県外搬送

高次病院⇒高次病院
一次施設⇒高次病院

県外搬送
合　　計

早産数
（再掲）

早産の割合

高次施設（７病院）
一次施設（13診療所）

県　計

幡多圏域

超低出生体重児数／出生割合
極低出生体重児数／出生割合
低出生体重児数／出生割合
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高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域

病床種別

分娩数
経膣分娩数（再掲） 帝王切開数（再掲）

１日あたり
入院児数
15.4

30日～半年未満の入院児数 年間利用実人員（人）
半年～１年未満の入院児数 平均入院期間（日）

１年以上の入院児数

県　計

正常分娩 高次周産期医療提供施設 総合周産期母子医療センター 療養・療育支援

●身体障害者手帳交付数（18歳未満） : 290 （H22 福祉行政報告)
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●医療型障害児入所施設（重症心身障害児施設）の数

高次施設（７病院）
一次施設（13診療所）

県　計

（新生児診療担当）

■障害児童福祉手当交付数 : 353 （H22 福祉行政報告)

小児科医師数 ■特別児童扶養手当交付数 : 1,489 （H22 福祉行政報告)

高次施設（７病院）
一次施設（13診療所）
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